
(57)【要約】

　【課題】

　操作性を損なうことなく、洗滌消毒作業が容易となる

ことにより、稼動率が向上する内視鏡システムの提供。

　【解決手段】

　本発明の内視鏡システムは、先端側から順に、撮像手

段を備える先端部、可撓性を有する挿入部及び操作部が

連設される内視鏡本体と、前記先端部の撮像手段による

映像を表示する表示システムとを備えた内視鏡システム

において、前記先端部、前記挿入部及び前記操作部が夫

々着脱自在である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 側 か ら 順 に 、 撮 像 手 段 を 備 え る 先 端 部 、 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 及 び 操 作 部 が 連 設 さ
れ る 内 視 鏡 本 体 と 、 前 記 先 端 部 の 撮 像 手 段 に よ る 映 像 を 表 示 す る 表 示 シ ス テ ム と を 備 え た
内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 先 端 部 、 前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 が 夫 々 着 脱 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 先 端 部 分 に 湾 曲 部 を 有 し 、 内 部 に 複 数 の 牽 引 部 材 が 挿 通 さ れ 、
　 前 記 操 作 部 に よ り 前 記 牽 引 部 材 が 牽 引 弛 緩 操 作 さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 湾 曲 部 が 能 動
的 に 湾 曲 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 湾 曲 部 は 、 基 端 側 挿 入 部 よ り も 剛 性 の 低 い チ ュ ー ブ 状 の 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 湾 曲 部 に は 、 複 数 の 湾 曲 駒 が 配 設 さ れ 、 前 記 牽 引 部 材 に よ り 前 記 複 数 の 湾 曲 駒 が 回
動 さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 湾 曲 部 が 能 動 的 に 湾 曲 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は
請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル タ イ プ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー
ブ と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視
鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 先 端 部 は 、 前 記 撮 像 手 段 の 駆 動 電 源 と 、
　 前 記 撮 像 手 段 に よ る 撮 影 さ れ た 画 像 デ ー タ を 送 信 す る 第 １ の 無 線 通 信 手 段 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 表 示 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 手 段 を 受 信 す る 第 ２ の 無 線 通 信 手 段 を 有 し 、
　 前 記 内 視 鏡 本 体 と 前 記 表 示 シ ス テ ム と が 前 記 第 １ の 無 線 通 信 手 段 と 前 記 第 ２ の 無 線 通 信
手 段 に よ っ て 、 前 記 画 像 デ ー タ を ワ イ ヤ レ ス に て 授 受 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 先 端 部 、 前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 は 、 連 結 方 向 位 置 決 め 手 段 に よ り 、 前 記 撮 像 手
段 の 撮 像 面 の 第 １ の 方 向 と 前 記 湾 曲 部 が 能 動 的 に 湾 曲 さ れ る 第 １ の 湾 曲 方 向 と が 一 致 す る
方 向 と な る よ う に 、 夫 々 の 連 結 方 向 が 規 制 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求
項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 の 検 査 、 処 置 な ど を 行 う た め の 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 医 療 分 野 に お い て 、 体 腔 内 の 検 査 、 治 療 な ど す る た め に 内 視 鏡 が 広 く 利 用 さ れ て
い る 。 使 用 済 み の 内 視 鏡 は 、 特 に 、 体 腔 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 に 汚 物 が 付 着 す る た め 、 必 ず
洗 滌 、 消 毒 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 の 汚 染 を 防 止 す る た め 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ （ 特 開 平 ６ － ２ ３ ７ ８ ８ ２
号 公 報 ） に 滅 菌 状 態 の 内 視 鏡 カ バ ー を 内 視 鏡 の 挿 入 部 及 び 操 作 部 に 被 せ る 技 術 が 提 案 さ れ
て い る 。 こ の 内 視 鏡 カ バ ー に よ れ ば 、 挿 入 す る 体 腔 内 の 汚 物 に よ り 、 内 視 鏡 本 体 へ の 汚 染
度 合 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 そ の た め 、 医 療 関 係 者 は 、 こ の 内 視 鏡 カ バ ー を 交 換 す る の み に よ っ て 、 使 用 済 み の 内 視
鏡 の 洗 滌 消 毒 作 業 が 容 易 と な る 。 そ の た め 、 医 療 関 係 者 は 、 内 視 鏡 の 稼 動 率 を 向 上 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ （ 特 開 平 ５ － ３ １ ７ ２ ４ ２ 号 公 報 ） に お い て 、 一 体 的 に 内 視
鏡 の 挿 入 部 を 覆 う 被 覆 部 材 を 有 す る 内 視 鏡 用 管 路 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 　
　 こ の 内 視 鏡 用 管 路 装 置 は 、 内 視 鏡 に 管 路 を 併 設 す る た め の も の で あ る が 、 汚 染 さ れ 易 い
挿 入 部 を 覆 う こ と に よ り 、 使 用 済 み の 内 視 鏡 の 洗 滌 消 毒 作 業 も 容 易 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ３ ７ ８ ８ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ３ １ ７ ２ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 技 術 は 、 使 用 前 の 内 視 鏡
に 内 視 鏡 カ バ ー 又 は 内 視 鏡 用 管 路 装 置 を 被 せ 、 使 用 後 の 内 視 鏡 か ら 内 視 鏡 カ バ ー 又 は 内 視
鏡 用 管 路 装 置 を 取 り 外 す と い う 煩 雑 な 作 業 が 伴 う 。 　
　 ま た 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 内 視 鏡 カ バ ー 又 は 内 視 鏡 用 管 路 装 置 が 被 せ ら れ る こ と に よ り 、
術 者 は 、 例 え ば 、 挿 入 部 を 保 持 し て 挿 入 操 作 及 び 湾 曲 操 作 す る 際 の 操 作 性 が 損 な わ れ る と
い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 使 用 済 み の 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 カ バ ー 又 は 内 視 鏡 用 管 路 装 置 が 被 せ ら れ て も 、 必 ず
洗 滌 消 毒 す る 必 要 が あ る 。 幾 ら 、 汚 染 度 合 が 少 な い 内 視 鏡 と は い え 、 医 療 関 係 者 に と っ て
は 、 内 視 鏡 が 具 備 す る 長 尺 で あ る 挿 入 部 を 洗 滌 消 毒 す る と い う 煩 雑 な 作 業 を 行 わ な け れ ば
な ら な い 。 つ ま り 、 長 尺 な 挿 入 部 に 配 設 さ れ る 各 種 内 視 鏡 管 路 は 、 そ の 中 央 部 分 が 最 も 洗
滌 消 毒 さ れ 難 い 。 そ の た め 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 洗 滌 消 毒 作 業 は 、 非 常 に 煩 雑 な 作 業 と さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 操 作 性 を 損 な う こ と な く 、
洗 滌 消 毒 作 業 が 容 易 と な る こ と に よ り 、 稼 動 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム
の 提 供 を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す べ く 、 本 発 明 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 先 端 側 か ら 順 に 、 撮 像 手 段 を 備 え
る 先 端 部 、 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 及 び 操 作 部 が 連 設 さ れ る 内 視 鏡 本 体 と 、 前 記 先 端 部 の 撮
像 手 段 に よ る 映 像 を 表 示 す る 表 示 シ ス テ ム と を 備 え た 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 先 端
部 、 前 記 挿 入 部 及 び 前 記 操 作 部 が 夫 々 着 脱 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 性 を 損 な う こ と な く 、 洗 滌 消 毒 作 業 が 容 易 と な る こ と に よ り 、 稼
動 率 が 向 上 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 １ か ら 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構
成 を 示 す 図 、 図 ２ は 先 端 部 の 外 観 を 示 す 図 、 図 ３ は 先 端 部 の 内 部 構 成 を 示 す 断 面 図 、 図 ４
は 先 端 部 を 背 面 か ら 見 た 図 、 図 ５ は 挿 入 部 の 長 手 軸 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 、 図 ６ は 挿 入
部 を 先 端 か ら み た 正 面 図 、 図 ７ は ベ ル ト 部 の 外 観 を 示 す 図 、 図 ８ は 底 面 方 向 か ら 見 た 操 作
部 の 平 面 図 、 図 ９ は 側 方 か ら 見 た 操 作 部 本 体 の 平 面 図 、 図 １ ０ は 操 作 部 本 体 と 側 面 カ バ ー
を 説 明 す る 図 、 図 １ １ は パ イ プ 留 部 に パ イ プ 留 部 が 嵌 合 固 定 さ れ る 様 子 を 説 明 す る 図 、 図
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１ ２ は 操 作 部 の 断 面 図 、 図 １ ３ は 挿 入 部 が 湾 曲 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 尚 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 上 下 左 右 の 方 向 は 、 後 述 す る 表 示 モ ニ タ １ ９ に 映 し 出 さ れ る
先 端 部 ４ の 撮 像 手 段 に よ り 撮 影 さ れ た 画 像 に 対 す る 上 下 左 右 方 向 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 内 視 鏡 本 体 ２ と 、 表 示 シ ス テ ム ３ と か ら な る 。
　
　 内 視 鏡 本 体 ２ は 、 被 検 体 に 向 か っ た 挿 入 方 向 に 対 す る 先 端 側 か ら 順 に 先 端 部 ４ と 、 挿 入
部 ５ と 、 操 作 部 ６ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 先 端 部 ４ は 、 無 線 画 像 デ ー タ を 送 信 す る 、 い わ ゆ る カ プ セ ル 型 内
視 鏡 で あ っ て 、 先 端 側 に 複 数 の 照 明 窓 ７ と 、 観 察 窓 ８ と 、 開 口 部 ４ Ａ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 挿 入 部 ５ は 、 先 端 側 か ら 順 に 、 先 端 部 ４ が 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ る 先 端 連 結 部 ９ と 、 上 下
左 右 方 向 の ４ 方 向 へ 能 動 的 に 湾 曲 さ れ る 湾 曲 部 １ ０ と 、 中 間 連 結 部 １ １ と 、 受 動 的 に 湾 曲
さ れ る 可 撓 管 部 １ ２ と 、 操 作 部 ６ が 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ る 基 端 連 結 部 １ ３ と を 有 し て 、 構
成 さ れ て い る 。 こ の 挿 入 部 ５ は 、 使 用 毎 に 所 定 の 廃 棄 処 分 が な さ れ る デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル タ
イ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 操 作 部 ６ に は 、 把 持 鉗 子 な ど の 処 置 具 を 挿 入 す る た め の 処 置 具 挿 通 部 １ ４ と 、 先 端 側 に
挿 入 部 ５ の 基 端 連 結 部 １ ３ を 保 持 固 定 す る た め の ２ つ の 押 さ え 部 １ ５ と 、 湾 曲 部 １ ０ を 上
下 方 向 の 湾 曲 操 作 を 行 う た め の 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ と 、 湾 曲 部 １ ０ を 左 右 方 向 の 湾 曲
操 作 を 行 う た め の 左 右 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ７ と 、 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 表 示 シ ス テ ム ３ は 、 先 端 部 ４ か ら の 無 線 画 像 デ ー タ を ア ン テ ナ 部 １ ８ ａ か ら 受 け て 、 そ
の 画 像 デ ー タ を 蓄 積 す る 無 線 通 信 手 段 で あ る ア ン テ ナ ユ ニ ッ ト １ ８ と 、 こ の ア ン テ ナ ユ ニ
ッ ト １ ８ に 接 続 さ れ る 先 端 部 ４ か ら の 画 像 信 号 を 処 理 す る 制 御 装 置 を 備 え た 画 像 表 示 手 段
で あ る 表 示 モ ニ タ （ 以 下 、 モ ニ タ と 略 記 ） １ ９ と 、 各 種 設 定 な ど を 行 う キ ー ボ ー ド ２ ０ と
、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 先 端 部 ４ は 、 先 端 側 が 略 半 球 状 の い わ ゆ る 先 端 砲 弾 形 状 を し
て い る 本 体 部 ４ ａ と 、 挿 入 部 ５ の 先 端 連 結 部 ９ に 挿 入 さ れ る 接 続 部 ４ ｂ と 、 に よ っ て 外 装
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 体 部 ４ ａ の 先 端 部 分 に は 、 上 述 し た 観 察 窓 ８ と 、 複 数 の 照 明 窓 ７ と 、 操 作 部 ６ の 処 置
具 挿 通 部 １ ４ か ら 挿 入 さ れ た 処 置 具 が 挿 入 部 ５ の 内 部 を 通 っ て 突 出 す る た め の 開 口 部 ４ Ａ
と 、 が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 開 口 部 ４ Ａ は 、 本 体 部 ４ ａ 及 び 接 続 部 ４ ｂ の 内 部 に 形 成 さ れ
、 先 端 部 ４ を 貫 通 す る 孔 部 先 端 の 開 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 開 口 部 ４ Ａ は 、 先 端 部 ４ の 中 心 軸 よ り も 若 干 、 下 方 側 に 孔
中 心 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 接 続 部 ４ ｂ 内 に 形 成 さ れ て い る 孔 部 の 先 端 側 の 軸 が 開 口 部
４ Ａ の 中 心 を 通 る よ う に 、 下 方 側 に 折 れ 曲 が っ て い る 。 ま た 、 本 体 部 ４ ａ 内 に 形 成 さ れ て
い る 孔 部 の 軸 は 、 開 口 部 ４ Ａ の 孔 中 心 を 通 り 、 接 続 部 ４ ｂ の 軸 と 同 じ 軸 上 を 通 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 観 察 窓 ８ か ら 基 端 に 向 か っ た 先 端 部 ４ の 内 部 に は 、 複 数 の 対 物 レ ン ズ ２ １ と 、 こ の 対 物
レ ン ズ ２ １ の 結 像 位 置 に 設 け ら れ る 、 例 え ば 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ｌ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ａ ｒ ｙ 　
Ｍ ｅ ｔ ａ ｌ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ 　 Ｓ ｅ ｍ ｉ ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｏ ｒ ） 又 は Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ
ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） な ど の 撮 像 手 段 で あ る 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ と 、 こ の 固 体 撮 像
素 子 ２ ２ の 基 端 に 連 設 さ れ 、 ア ン テ ナ を 備 え る 制 御 部 ２ ３ と 、 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ 及 び 制 御
部 ２ ３ の 電 源 を 供 給 す る た め の バ ッ テ リ ２ ４ と 、 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 制 御 部 ２ ３ は 、 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ り 撮 像 し た 画 像 （ 映 像 ） 信 号 の 信 号 処 理 制 御 を 行
い 、 信 号 処 理 さ れ た 画 像 信 号 を 変 調 し て 送 信 信 号 に 変 換 し た り 、 外 部 か ら の 信 号 を 復 調 す
る 。 そ し て 、 制 御 部 ２ ３ は 、 内 蔵 す る 無 線 通 信 手 段 で あ る ア ン ア テ ナ に よ っ て 、 表 示 シ ス
テ ム ３ の ア ン テ ナ ユ ニ ッ ト １ ８ （ 図 １ 参 照 ） と 無 線 に よ り 交 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 各 照 明 窓 ７ か ら 基 端 に 向 か っ た 先 端 部 ４ の 内 部 に は 、 照 明 レ ン ズ ２ ５ と 、 照 明 光
学 系 と し て の 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） ２ ６ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ の 電 源 を 供 給 す る た
め の バ ッ テ リ ２ ７ と 、 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 尚 、 図 示 し て い な い が 、 各 内 蔵 構 成 物 の 間 に は 、 そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 す る 信 号 線 又 は
電 源 供 給 の 電 気 線 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 接 続 部 ４ ｂ に は 、 上 下 左 右 の 外 周 部 分 に ４ つ の 溝 部 ４ Ｂ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ れ ら 溝 部 ４ Ｂ は 、 先 端 部 ４ が 挿 入 部 ５ の 先 端 連 結 部 ９ に 連 結 さ れ る 際 の 嵌 合 用
の 溝 で あ る 。 尚 、 先 端 部 ４ と 先 端 連 結 部 ９ の 連 結 状 態 の 説 明 は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 使 っ て 、 挿 入 部 ５ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 　
　 挿 入 部 ５ は 、 先 端 連 結 部 ９ に 一 端 側 の 開 口 部 ９ ａ を 有 し 、 基 端 連 結 部 １ ３ に 他 端 側 の 開
口 部 １ ３ ａ を 有 す る 略 筒 状 の 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 挿 入 部 ５ を 構 成 す る 先 端 連 結 部 ９ 、 先 端 側 挿 入 部 で あ る 湾 曲 部 １ ０ 、 中 間 連 結 部 １
１ 、 基 端 側 挿 入 部 で あ る 可 撓 管 部 １ ２ 及 び 基 端 連 結 部 １ ３ に は 、 夫 々 、 先 端 か ら 基 端 に か
け た 肉 厚 内 に ４ つ の 挿 通 孔 ５ ａ が 設 け ら れ 、 各 部 ９ ～ １ ３ が 連 結 さ れ た 状 態 に お い て 、 対
応 す る 各 挿 通 孔 ５ ａ が 連 通 さ れ て い る 。 つ ま り 、 挿 入 部 ５ は 、 肉 厚 部 分 に ４ つ の 挿 通 孔 ５
ａ と 中 央 部 に 孔 部 を 有 す る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 ４ つ の 挿 通 孔 ５ ａ は 、 挿 入 部 ５ に 先 端 部 ４ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て の 表 示 モ
ニ タ １ ９ に 映 し 出 さ れ る 画 像 に 対 す る 上 下 左 右 に ４ 等 分 す る 挿 入 部 ５ の 肉 厚 内 の 位 置 に 配
設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 し た 挿 入 部 ５ の ４ つ の 挿 通 孔 ５ ａ 内 に は 、 夫 々 、 牽 引 部 材 で あ る 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ が
挿 通 さ れ て い る 。 　
　 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ は 、 夫 々 の 先 端 が ワ イ ヤ 留 ２ ８ に よ っ て 先 端 連 結 部 ９ に お い て 係 止 さ
れ 、 各 基 端 部 に リ ン グ を 有 す る 留 金 具 ３ ２ が 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ に
は 、 中 間 連 結 部 １ １ か ら 基 端 に 向 け た 中 途 部 分 に お い て 、 コ イ ル パ イ プ ３ ０ が 被 せ ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 挿 入 部 ５ の 上 下 方 向 に あ る ２ つ の 挿 通 孔 ５ ａ 内 に 夫 々 挿 通 し て い る ２ つ の 湾 曲 ワ
イ ヤ ２ ９ は 、 同 一 の 長 さ を 有 し 、 挿 入 部 ５ の 左 右 方 向 に あ る ２ つ の 挿 通 孔 ５ ａ 内 に 夫 々 挿
通 し て い る ２ つ の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ が 上 下 方 向 の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ よ り も 所 定 の 長 さ だ け 長 く
、 同 一 の 長 さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 各 コ イ ル パ イ プ ３ ０ の 基 端 部 分 に は 、 ２ つ の 外 向 フ ラ ン ジ が 形 成 さ れ た パ イ プ 留 具 ３ １
を 有 し て い る 。 ま た 、 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ と 同 様 に 、 挿 入 部 ５ の 上 下 方 向 に あ る ２ つ の 挿 通 孔
５ ａ 内 に 夫 々 挿 通 し て い る ２ つ の コ イ ル パ イ プ ３ ０ は 、 同 一 の 長 さ を 有 し 、 挿 入 部 ５ の 左
右 方 向 に あ る ２ つ の コ イ ル パ イ プ ３ ０ よ り も 所 定 の 長 さ だ け 短 く な っ て い る 。 な お 、 挿 入
部 ５ の 左 右 方 向 に あ る ２ つ の コ イ ル パ イ プ ３ ０ は 、 同 一 の 長 さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ の 留 金 具 ３ ２ は 、 弾 性 体 か ら な る ベ ル ト ３ ３ の 端 部 の 中 央 部 分 に 後 述 す
る よ う に ネ ジ 留 め な ど に よ り 固 定 さ れ て い る 。 １ つ の ベ ル ト ３ ３ に は 、 各 両 端 に 夫 々 湾 曲
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ワ イ ヤ ２ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ２ つ の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ は 、 １ つ の ベ ル ト ３ ３ の 各
両 端 に 夫 々 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 挿 入 部 ５ の 上 下 方 向 又 は 左 右 方 向 に 挿 通 す る ２ つ の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ は 、 夫 々 が 対 と な っ
て 、 １ つ の ベ ル ト ３ ３ の 両 端 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 挿 入 部 ５ の 上 下 方 向 又 は 左 右 方 向
に 挿 通 し 、 同 じ 長 さ を 有 し て い る ２ つ の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ が １ つ の ベ ル ト ３ ３ を 介 し て 連 結
さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 ベ ル ト ３ ３ は 、 両 端 中 央 部 分 の 夫 々 に 孔 部 ３ ３ ａ が 穿 設 さ れ 、 一 方
の 面 に ギ ヤ 溝 ３ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 ベ ル ト ３ ３ の 孔 部 ３ ３ ａ 及 び 湾 曲 ワ イ ヤ
２ ９ の 留 金 具 ３ ２ に ネ ジ な ど の 固 定 部 材 が 通 さ れ る こ と に よ り 、 ベ ル ト ３ ３ と 湾 曲 ワ イ ヤ
２ ９ は 、 強 固 に 固 定 さ れ る 。 尚 、 ベ ル ト ３ ３ に 形 成 さ れ る ギ ヤ 溝 ３ ３ ｂ は 、 後 述 す る 操 作
部 ６ の 各 ギ ヤ 部 に 歯 合 す る た め の も の で あ り 、 湾 曲 さ れ る ベ ル ト ３ ３ の 内 周 側 と な る 側 の
面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ に 戻 っ て 、 湾 曲 部 １ ０ は 、 可 撓 管 部 １ ２ よ り も 剛 性 が 低 い 合 成 樹 脂 又 は 弾 性 体 に よ
り 形 成 さ れ て い る 。 そ の 一 方 、 可 撓 管 部 １ ２ は 、 体 腔 内 へ の 挿 入 に 必 要 な 押 し 込 み 力 を 先
端 側 へ 伝 達 す る た め に 所 定 の 剛 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 基 端 連 結 部 １ ３ の 外 周 部 分 に は 、 上 下 に １ つ ず つ 計 ２ つ の 雌 ネ ジ 部 １ ３ ｂ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ れ ら ２ つ の 雌 ネ ジ 部 １ ３ ｂ に 操 作 部 ６ の 押 さ え 部 １ ５ （ 図 １ 参 照 ） の 雄 ネ ジ 部 が
夫 々 、 螺 合 す る 事 に よ っ て 、 挿 入 部 ５ と 操 作 部 ６ が 接 続 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 先 に 述 べ た 先 端 部 ４ の 接 続 部 ４ ｂ の 断 面 形 状 と 、 図 ６ に 示 し た 挿 入 部 ５ の 先 端 連
結 部 ９ の 開 口 部 ９ ａ 近 傍 孔 部 の 断 面 形 状 が 等 し い 形 状 を し て い る た め 、 先 端 部 ４ は 、 接 続
部 ４ ｂ が 先 端 連 結 部 ９ の 孔 部 に 嵌 合 し て 挿 入 部 ５ に 連 結 さ れ る 。 こ の と き 、 ネ ジ な ど の 固
定 部 材 を 用 い て 、 先 端 部 ４ は 、 挿 入 部 ５ か ら 外 れ な い よ う に 強 固 に 固 定 で き る よ う に し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 図 １ 及 び 図 ８ ～ 図 １ ２ を 使 っ て 、 操 作 部 ６ に つ い て 説 明 す る 。 　
　 操 作 部 ６ は 、 外 装 を 形 成 す る 操 作 部 本 体 ３ ４ と 、 側 面 カ バ ー ３ ５ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 操 作 部 本 体 ３ ４ の 一 側 面 に は 、 回 動 自 在 な 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ 及 び 左 右 湾 曲 操 作 レ
バ ー １ ７ が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 各 レ バ ー １ ６ ， １ ７ は 、 回 動 軸 に 直 交 す る 側 面 か ら 下
方 に 延 び 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 下 面 に 沿 っ て 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ が 先 端 側 、 左 右 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ７
が 基 端 側 と な る よ う に 操 作 部 本 体 ３ ４ の 一 側 面 に 各 レ バ ー １ ６ ， １ ７ が 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ ら 各 レ バ ー １ ６ ， １ ７ の 回 動 軸 は 、 操 作 部 本 体 ３ ４ を 貫 通 し 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 他
側 面 に 突 出 す る 夫 々 の 突 出 端 に ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７ を 有 し て い る 。 こ れ ら ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７
は 、 両 側 部 に 円 板 状 の 板 部 材 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ 側 の ギ ヤ 部 （ 以 下 、 第 １ の ギ ヤ 部 と い う ） ３ ６ は 、 左 右 湾 曲 操
作 レ バ ー １ ７ 側 の ギ ヤ 部 （ 以 下 、 第 ２ の ギ ヤ 部 と い う ） ３ ７ よ り も 操 作 部 本 体 ３ ４ の 前 記
他 側 面 か ら 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 換 言 す る と 、 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ の 回 動 軸
は 、 左 右 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ７ の 回 動 軸 よ り も 長 く 、 そ の 端 部 に 第 １ の ギ ヤ 部 ３ ６ を 有 し て
い る 。 　
　 従 っ て 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 前 記 他 側 面 と 、 こ の 他 側 面 と 対 向 す る 第 １ の ギ ヤ 部 ３ ６ の 面
と の 間 に は 、 所 定 の 隙 間 が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 各 ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７ が 設 け ら れ て い る 方 の 側 面 に は 、 ２ つ の 本
体 側 パ イ プ 留 部 ３ ８ ， ３ ９ が そ の 面 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 突 起 す る よ う に 立 設 さ れ て い
る 。 　
　 一 方 の 本 体 側 パ イ プ 留 部 （ 以 下 、 第 １ の 本 体 側 パ イ プ 留 部 と い う ） ３ ８ は 、 操 作 部 本 体
３ ４ の 先 端 側 に 設 け ら れ 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 長 手 方 向 の 軸 に 直 交 す る 、 第 １ の ギ ヤ 部 ３ ６
の 略 中 央 部 ま で 高 さ が 合 わ せ ら れ た Ｔ 字 形 状 の 板 状 の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 他 方 の 本 体 側 パ イ プ 留 部 （ 以 下 、 第 ２ の 本 体 側 パ イ プ 留 部 と い う ） ３ ９ は 、 第 １ の ギ ヤ
部 ３ ６ と 第 ２ の ギ ヤ 部 ３ ７ の 間 に 設 け ら れ 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 長 手 方 向 の 軸 に 直 交 す る 、
第 ２ の ギ ヤ 部 ３ ７ の 略 中 央 部 ま で 高 さ が 合 わ せ ら れ た 板 状 の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ の 本 体 側 パ イ プ 留 部 ３ ８ ， ３ ９ の 突 起 面 に は 、 夫 々 、 ２ つ の 半 円 状 の
切 欠 き 部 ３ ８ ａ ， ３ ９ ａ （ 図 １ １ 参 照 ） を 有 し て い る 。 こ れ ら 切 欠 き 部 ３ ８ ａ ， ３ ９ ａ は
、 パ イ プ 留 具 ３ １ の 外 径 と 同 じ 半 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 押 さ え 部 １ ５ に は 、 挿 入 部 ５ の 基 端 連 結 部 １ ３ の 雌 ネ ジ 部 １ ３
ｂ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ 部 １ ５ ａ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 側 面 カ バ ー ３ ５ は 、 各 ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７ を 内 包 す る 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 側 面 に 着 脱 自 在
の カ バ ー で あ る 。 こ の 側 面 カ バ ー ３ ５ の 内 部 に は 、 ２ つ の カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 ４ ０ ， ４ １
が 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け る 側 の 面 に
直 交 す る 方 向 に 立 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 方 の カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 （ 以 下 、 第 １ の カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 と い う ） ４ ０ は 、 側 面 カ
バ ー ３ ５ が 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 第 １ の 本 体 側 パ イ プ 留 部 ３ ８
の 突 起 面 と 面 接 触 す る よ う に 側 面 カ バ ー ３ ５ の 長 手 方 向 の 軸 に 直 交 す る 板 状 の 部 材 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 他 方 の カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 （ 以 下 、 第 ２ の カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 と い う ） ４ １ は 、 側 面 カ
バ ー ３ ５ が 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 第 ２ の 本 体 側 パ イ プ 留 部 ３ ９
の 突 起 面 と 面 接 触 す る よ う に 側 面 カ バ ー ３ ５ の 長 手 方 向 の 軸 に 直 交 す る 板 状 の 部 材 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ の カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 ４ ０ ， ４ １ の 突 起 面 に は 、 夫 々 、 パ イ プ 留 具 ３
１ の 外 径 と 同 じ 半 径 で あ る ２ つ の 半 円 状 の 切 欠 き 部 ４ ０ ａ ， ４ １ ａ （ 図 １ １ 参 照 ） を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 操 作 部 ６ の 操 作 部 本 体 ３ ４ 内 に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 処 置 具 挿 通 管 路 ４ ２ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 処 置 具 挿 通 管 路 ４ ２ は 、 一 端 の 開 口 部 が 処 置 具 挿 通 部 １ ４ の 挿 通 口
１ ４ ａ と 連 通 し 、 他 端 の 開 口 部 が 、 挿 入 部 ５ が 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お
い て 、 挿 入 部 ５ の 基 端 連 結 部 １ ３ と 連 通 す る よ う に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 尚 、 挿 通 口 １ ４ ａ は 、 内 部 に ス リ ッ ト を 有 し て お り 、 例 え ば 、 把 持 鉗 子 ４ ５ な ど の 処 置
具 の た め の 挿 入 口 と な る 弾 力 性 の あ る 合 成 樹 脂 又 は 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ た キ ャ ッ プ 状 の 部
材 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 操 作 部 ６ の 操 作 部 本 体 ３ ４ と 挿 入 部 ５ の 連 結 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 挿 入 部 ５ は 、 基 端 連 結 部 １ ３ が 操 作 部 ６ の 操 作 部 本 体 ３ ４ の 先 端 部 分 に 連 結 さ れ る 。 こ
の と き 、 ベ ル ト ３ ３ と 連 結 さ れ て い る 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ は 、 パ イ プ 留 具 ３ １ 及 び コ イ ル パ
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イ プ ３ ０ と 共 に 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 先 端 部 分 に 挿 入 さ れ 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 各 ギ ヤ 部 ３ ６
， ３ ７ が 配 設 さ れ た 側 面 側 に 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 挿 入 部 ５ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の 押 さ え 部 １ ５ の 雄 ネ ジ 部
１ ５ ａ が 基 端 連 結 部 １ ３ の 雌 ネ ジ 部 １ ３ ｂ に 螺 合 さ れ る こ と に よ り 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り
付 け ら れ る 。 ま た 、 基 端 連 結 部 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ａ （ 図 ５ 参 照 ） に は 、 操 作 部 本 体 ３ ４ の
処 置 具 挿 通 管 路 ４ ２ の 先 端 部 分 が 嵌 挿 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 尚 、 作 業 者 は 、 挿 入 部 ５ を 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け る 際 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 上
下 方 向 の 湾 曲 に 合 わ せ て 取 り 付 け な け れ ば な ら な い た め 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に
よ る 撮 影 上 下 方 向 に 合 わ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 す な わ ち 、 作 業 者 は 、 先 端 部 ４ を 挿 入 部 ５ に 取 り 付 け る 前 で あ れ ば 、 挿 入 部 ５ を 操 作 部
本 体 ３ ４ へ 取 り 付 け る 方 向 が 問 わ れ な い が 、 先 端 部 ４ を 先 に 挿 入 部 ５ に 取 り 付 け て い る 場
合 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮 影 上 下 方 向 に 挿 入 部 ５ の 方 向 を 合 わ せ て 操 作 部
本 体 ３ ４ に 取 り 付 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ２ つ の ベ ル ト ３ ３ が 対 応 す る 各 ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７ の ギ ヤ 溝 に
歯 合 す る よ う に 夫 々 巻 架 さ れ る 。 こ の と き 、 作 業 者 は 、 湾 曲 部 １ ０ を 上 下 方 向 湾 曲 さ せ る
一 対 の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ と 、 湾 曲 部 １ ０ を 左 右 方 向 湾 曲 さ せ る 別 の 対 と な る 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９
と の 長 さ の 違 い に よ り 、 容 易 に ２ つ の ベ ル ト ３ ３ を 対 応 す る 各 ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７ に 夫 々 、
掛 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 つ ま り 、 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ の 長 さ 、 各 ベ ル ト ３ ３ の 長 さ 及 び 各 ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３ ７ の 配 置
は 、 挿 入 部 ５ が 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ 、 各 ベ ル ト ３ ３ が 対 応 す る ギ ヤ 部 ３ ６ ， ３
７ に 巻 架 さ れ た 状 態 に お い て 、 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ に 所 定 の 張 力 が 与 え ら れ た 状 態 と な る よ
う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 コ イ ル パ イ プ ３ ０ の 各 パ イ プ 留 具 ３ １ は 、 ２ つ の フ ラ ン ジ の 間 が 対 応 す る 本 体
側 パ イ プ 留 部 ３ ８ ， ３ ９ の 各 切 欠 き 部 ３ ８ ａ ， ３ ９ ａ の 夫 々 に 嵌 め 込 ま れ る 。 こ の と き 、
作 業 者 は 、 各 コ イ ル パ イ プ ３ ０ が 交 差 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 尚 、 左 右 方 向 の 湾 曲 操 作 側 の ギ ヤ 部 ３ ７ に 対 応 す る 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ が 挿 通 さ れ た コ イ ル
パ イ プ ３ ０ は 、 上 下 方 向 の 湾 曲 操 作 側 の ギ ヤ 部 ３ ６ と 操 作 部 本 体 ３ ４ の 間 を 通 り 、 Ｔ 字 状
の 本 体 側 パ イ プ 留 部 ３ ８ の 両 端 に 張 り 出 し た 梁 部 分 と 操 作 部 本 体 ３ ４ の 間 を 通 る 。 そ の た
め 、 左 右 方 向 の 湾 曲 操 作 側 の コ イ ル パ イ プ ３ ０ は 、 上 下 方 向 の 湾 曲 操 作 側 の 機 構 と な る ギ
ヤ 部 ３ ６ 、 ベ ル ト ３ ３ 及 び 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ に 触 れ る こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 側 面 カ バ ー ３ ５ が 操 作 部 本 体 ３ ４ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ
の と き 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 側 面 カ バ ー ３ ５ の 各 カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 ４ ０ ， ４ １ ， は 、
そ の 突 起 面 に 設 け ら れ る 各 切 欠 き 部 ４ ０ ａ ， ４ １ ａ が コ イ ル パ イ プ ３ ０ の 各 パ イ プ 留 具 ３
１ の ２ つ の フ ラ ン ジ 間 に 嵌 入 す る 。 そ し て 、 各 本 体 側 パ イ プ 留 部 ３ ８ ， ３ ９ の 突 起 面 と 各
カ バ ー 側 パ イ プ 留 部 ４ ０ ， ４ １ の 突 起 面 と が 面 接 触 し 、 各 切 欠 き 部 ３ ８ ａ ， ３ ９ ａ ， ４ ０
ａ ， ４ １ ａ に よ っ て 形 成 さ れ る 孔 に 各 パ イ プ 留 具 ３ １ が 嵌 合 さ れ た 状 態 と な り 、 ２ つ の フ
ラ ン ジ に よ り 各 パ イ プ 留 具 ３ １ が 各 切 欠 き 部 ３ ８ ａ ， ３ ９ ａ ， ４ ０ ａ ， ４ １ ａ に よ っ て 係
止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ の 内 視 鏡 本 体 ２ は 、 操 作 部 ６ の
湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ ， １ ７ の 操 作 に よ り 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 上 下 左 右 の ４ 方 向 へ 能
動 的 に 湾 曲 自 在 と な る 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 詳 し く は 、 例 え ば 、 湾 曲 部 １ ０ を 上 方 に 湾 曲 さ せ た い 場 合 、 使 用 者 は 、 操 作 部 ６ の 湾 曲
操 作 レ バ ー １ ６ （ 図 １ 参 照 ） を 、 こ こ で は 時 計 回 り 方 向 に 回 動 操 作 す る 。 す る と 、 ギ ヤ 部
３ ６ は 、 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ の 回 動 操 作 が 伝 達 さ れ 、 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ の 回 動 方 向 と 同
じ 方 向 へ 回 動 さ れ る 。 尚 、 図 ９ に 示 し た 図 で あ れ ば 、 ギ ヤ 部 ３ ６ が 半 時 計 回 り に 回 動 さ れ
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ギ ヤ 部 ３ ６ の 回 動 に 合 わ せ て 、 ギ ヤ 部 ３ ６ に 掛 け ら れ て い る ベ ル ト ３ ３ は 、 ギ ヤ 溝 に よ
っ て 移 動 さ れ 、 一 方 の （ 挿 入 部 ５ 内 の 上 方 に 挿 通 す る ） 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ を 牽 引 し 、 他 方 （
の 挿 入 部 ５ 内 の 下 方 に 挿 通 す る ） 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ を 弛 緩 す る 。 　
　 こ れ ら 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ の 牽 引 弛 緩 に よ っ て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １
０ は 、 上 方 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 内 視 鏡 本 体 ２ の 先 端 部 ４ 、
挿 入 部 ５ 及 び 操 作 部 ６ を 夫 々 分 離 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 医 療 関 係 者 は 、 挿 入 部 ５
を 使 用 後 に 破 棄 す る デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル と し 、 高 価 な 機 器 が 内 蔵 さ れ た 先 端 部 ４ と 、 直 接 的
に 体 腔 内 に 挿 入 さ れ な い 操 作 部 ６ の み を 洗 滌 消 毒 す る だ け で 良 い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 つ ま り 、 医 療 関 係 者 は 、 長 択 で あ る 挿 入 部 ５ を 洗 滌 消 毒 す る 煩 雑 な 作 業 を 行 う 必 要 な く
、 容 易 に 洗 滌 消 毒 で き る 小 型 な 先 端 部 ４ 及 び 汚 染 度 合 が 比 較 的 少 な い 操 作 部 ６ に よ り 、 内
視 鏡 本 体 ２ の 洗 滌 消 毒 の 時 間 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る た め 、 内 視 鏡 本 体 ２ の 稼 動 率
を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ５ 及 び 操 作 部 ６ に は 、 別 体 の カ バ ー 等 が 覆 わ れ な い た め 、 既 存 の 内 視 鏡 と
変 わ ら な い 操 作 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 の 結 果 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 操 作 性 を 損 な う こ と な く 、 洗
滌 消 毒 作 業 が 容 易 と な り 、 内 視 鏡 本 体 ２ の 稼 動 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 １ ４ か ら 図 ２ ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ １ は 挿 入 部 の 先 端 部 分 を
説 明 す る 図 、 図 １ ５ は 挿 入 部 を 先 端 面 か ら 見 た 図 、 図 １ ６ は 湾 曲 駒 の 正 面 図 、 図 １ ７ は 、
図 １ ６ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 湾 曲 駒 の 断 面 図 、 図 １ ８ は 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 湾 曲 駒 が
配 設 さ れ た 状 態 を 示 す 図 、 図 １ ９ は 挿 入 部 の 基 端 部 分 を 示 す 図 、 図 ２ ０ は 操 作 部 の 外 観 を
示 す 図 、 図 ２ １ は 操 作 部 に 挿 入 部 が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 図 、 図 ２ ２ は 変 形 例 で あ る
挿 入 部 の プ ー リ ユ ニ ッ ト と 操 作 部 を 示 す 図 、 図 ２ ３ は 、 操 作 部 と プ ー リ ユ ニ ッ ト の 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 の 説 明 に お い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 の 構 成 に 同 じ 符 号 を 付 し
、 そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 記 載 す る 上 下 左 右 の 方 向
は 、 表 示 モ ニ タ １ ９ （ 図 １ 参 照 ） に 映 し 出 さ れ る 先 端 部 ４ の 撮 像 手 段 に よ り 撮 影 さ れ た 画
像 に 対 す る 上 下 左 右 方 向 と す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 本 体 ２ の 挿 入 部 ５ は 、 全 長 に 渡 っ て 合 成 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て お り
、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 先 端 部 分 が 基 端 部 分 の 外 径 よ り も 小 さ い 外 径 と な る 細 径 部 ４ ８ が
形 成 さ れ た デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル タ イ プ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 挿 入 部 ５ は 、 外 径 が 小 さ く 形 成 さ れ た 先 端 部 分 が 湾 曲 部 １ ０ と な り 、 外 形 が 大 き く
形 成 さ れ た 基 端 部 分 が 可 撓 管 部 １ ２ と な る 。 こ の 挿 入 部 ５ は 、 先 端 か ら 基 端 に か け て 中 央
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に 処 置 具 が 挿 通 す る た め の 処 置 具 挿 通 路 ４ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 可 撓 管 部 １ ２ に は 、 図 １ ５ の 紙 面 に 向 か っ て み た 、 外 周 側 の 上 下 左 右 方 向 に ４ つ の ワ イ
ヤ 挿 通 路 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 本 実 施 の 形 態 の 可 撓 管 部 １ ２ に は 、 細 径 部 ４ ８ の 外
周 に 沿 っ た ４ つ の 長 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 長 孔 は 細 径 部 ４ ８ を 切 削 形 成 す る た め の
加 工 上 に 必 要 な 長 孔 で あ る 。 従 っ て 、 可 撓 管 部 １ ２ に は 、 特 に 、 ４ つ の 長 孔 が 形 成 さ れ て
い な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ を 使 っ て 、 挿 入 部 ５ の 細 径 部 ４ ８ に 取 り 付 け ら れ る 湾 曲 駒 ５ ４
に つ い て 説 明 す る 。 　
　 湾 曲 駒 ５ ４ は 、 図 １ ６ の 紙 面 に 向 か っ て み た 、 上 下 左 右 方 向 に ４ つ の 孔 部 ５ ５ を 有 す る
略 円 環 状 を し て い る 。 こ の 湾 曲 駒 ５ ４ の 一 方 の 面 に は 、 湾 曲 駒 ５ ４ の 中 心 を 通 る 同 じ 軸 上
に 中 心 を 有 す る ２ つ の 孔 部 ５ ５ が 穿 設 さ れ た 部 分 に ２ つ の 盛 部 ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 　
　 湾 曲 駒 ５ ４ の ２ つ の 盛 部 ５ ６ は 、 湾 曲 部 ５ ４ の 一 面 が 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 曲 線 を 描
く よ う に 突 出 し 、 盛 り 上 が っ た 凸 部 分 で あ る 。 な お 、 こ の 湾 曲 駒 ５ ４ は 、 Ｍ Ｉ Ｍ （ Ｍ Ｅ Ｔ
Ａ Ｌ 　 Ｉ Ｎ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｍ Ｏ Ｌ Ｄ Ｉ Ｎ Ｇ ） 加 工 に よ る 金 属 も し く は 、 樹 脂 型 成 型 加 工
に よ る 合 成 樹 脂 か ら 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 湾 曲 駒 ５ ４ は 、 コ ス ト 圧 迫 を 防 止 す る た
め 、 比 較 的 安 価 な 加 工 技 術 で あ る Ｍ Ｉ Ｍ 加 工 さ れ る 金 属 又 は 樹 脂 型 成 型 加 工 さ れ る 合 成 樹
脂 が 使 用 さ れ る こ と に よ っ て 、 形 状 成 型 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 複 数 の 湾 曲 駒 ５ ４ は 、 盛 部 ５ ６ が 基 端 側 と な る よ う に 、 挿 入 部 ５
の 細 径 部 ４ ８ に 外 挿 さ れ る 。 そ の 際 、 複 数 の 湾 曲 駒 ５ ４ の ４ つ の 孔 部 ５ ５ 夫 々 に は 、 湾 曲
ワ イ ヤ ２ ９ が 挿 通 さ れ る 。 　
　 詳 述 す る と 、 複 数 の 湾 曲 駒 ５ ４ は 、 各 盛 部 ５ ６ が 隣 接 す る 各 湾 曲 駒 ５ ４ の 各 盛 部 ５ ６ に
対 し て ９ ０ ° ず れ た 状 態 と な る よ う に 、 挿 入 部 ５ の 細 径 部 ４ ８ に 夫 々 、 外 挿 さ れ る 。 そ し
て 、 各 湾 曲 駒 ５ ４ の 各 孔 部 ５ ５ に は 、 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ が 夫 々 に 挿 通 さ れ る 。 こ う し て 、 挿
入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 形 成 さ れ る 。 　
　 尚 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ の 最 基 端 に は 、 上 下 左 右 に ４ つ の 孔 部 を 有 す る リ ン グ 部 材 ５
７ が 外 挿 さ れ る 。 ま た 、 ４ 本 の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ は 、 そ の 先 端 部 分 が 最 先 端 の 湾 曲 駒 ５ ４ の
孔 部 ５ ５ に お い て 固 着 さ れ て お り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 基 端 に 留 金 具 ３ ２ （ 図 ５ 参
照 ） を 有 し 、 ベ ル ト ３ ３ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 先 端 部 ４ は 、 基 端 面 の 中 央 に 開 口 部 を 有 す る 孔 部 ５
９ を 有 し て い る 。 こ の 孔 部 ５ ９ が 挿 入 部 ５ の 細 径 部 ４ ８ の 先 端 部 分 と 嵌 合 す る こ と に よ り
、 先 端 部 ４ は 、 挿 入 部 ５ の 最 先 端 に 連 結 さ れ る 。 尚 、 先 端 部 ４ の 開 口 部 ４ Ａ は 、 先 端 部 ４
の 先 端 側 の 開 口 部 ４ Ａ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 挿 入 部 ５ に は 、 図 示 し て い な い が 基 端 部 分 に 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同
様 に 基 端 連 結 部 １ ３ （ 図 ５ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 ５ は 、 第 １ の 実
施 の 形 態 に お い て 説 明 し た 操 作 部 ６ と 連 結 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 本 体 ２ は 、 ４ 本 の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ の 牽
引 弛 緩 に よ り 、 各 湾 曲 駒 ５ ４ が 、 そ の 盛 部 ５ ６ と 隣 接 す る 湾 曲 駒 ５ ４ の 当 接 面 と が 支 点 と
な り 回 動 し 、 湾 曲 部 １ ０ が 上 下 左 右 方 向 に 湾 曲 自 在 と な っ て い る 。 ま た 、 湾 曲 部 １ ０ は 、
盛 部 ５ ６ の 突 出 量 に よ り 各 湾 曲 駒 ５ ４ の 可 動 範 囲 が 規 制 さ れ る た め 、 最 大 に 湾 曲 さ れ た 状
態 に お け る 形 状 が 常 に 一 定 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 尚 、 こ れ ら 湾 曲 駒 ５ ４ は 、 そ の 厚 さ 方 向 の 長 さ と 挿 入 部 ５ の 細 径 部 ４ ８ の 長 手 方 向 の 長
さ に 対 応 す る よ う に 個 数 が 決 め ら れ て い る 。 更 に 、 湾 曲 駒 ５ ４ の 厚 さ 方 向 の 長 さ と 挿 入 部
５ の 細 径 部 ４ ８ の 長 手 方 向 の 長 さ は 、 細 径 部 ４ ８ の 先 端 部 分 に 連 結 さ れ る 先 端 部 ４ の 基 端
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面 に 最 先 端 の 湾 曲 駒 ５ ４ が 面 接 触 す る よ う に 夫 々 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 以 上 の 結 果 、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 本 体 ２ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 に 加 え 、 湾 曲 部
５ １ に 複 数 の 湾 曲 駒 ５ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 よ り 優 れ た 湾 曲 操 作 性 を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 の 挿 入 部 ５ は 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 そ の 基 端 部 分 に 基 端 側 細 径 部
５ １ が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 尚 、 こ の 挿 入 部 ５ は 、 図 ２ ０ に 示 す 操 作 部 ６ ´ に 連 結 さ れ
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 詳 述 す る と 、 挿 入 部 ５ は 、 可 撓 管 部 １ ２ を 形 成 し て い る 部 分 の 外 径 よ り も 小 さ い 外 径 に
切 削 形 成 さ れ た 略 筒 状 の 基 端 側 細 径 部 ５ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 操 作 部 ６ ´ は 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 操 作 部 本 体 ６ ５ と 、 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ を 有
し て い る 。 　
　 こ の 操 作 部 ６ ´ の 操 作 部 本 体 ６ ５ に は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ２ つ の 略 円 板 形 状 の
湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６ ´ １ ７ ´ と 、 各 種 ス イ ッ チ ６ ３ と 、 ア ン テ ナ ６ ４ ａ を 有 す る ア ン テ ナ ユ
ニ ッ ト ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 操 作 部 本 体 ６ ５ の 先 端 面 か ら は 、 先 端 に フ ッ ク ６ ７ を 有 す る ４ つ の 係 止 用 フ ッ ク
部 ６ ６ が 突 出 し て い る 。 尚 、 こ れ ら ４ つ の 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ は 、 操 作 部 本 体 ６ ５ を 先 端
側 か ら 見 た 状 態 に お い て 、 操 作 部 本 体 ６ ５ の 先 端 面 の 上 下 左 右 の ４ 方 向 か ら 突 出 し て い る
。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ れ ら ４ つ の 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ は 、 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６ ´ １ ７ ´ に よ り 操 作 部 本 体 ６ ５
の 長 手 軸 に 沿 っ て 夫 々 前 後 に 可 動 さ れ る 。 こ れ ら ２ つ の 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６ ´ １ ７ ´ 及 び ４
つ の 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ の 動 作 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ２ つ の 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６ ´ １ ７ ´ は 、 同 じ 回 動 軸 を 有 し 、 操 作 部 本 体 ６ ５ の 一 側 面 に 重
畳 し て 回 動 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 湾 曲 操 作 ノ ブ （ 以 下 、 上 下 湾
曲 操 作 ノ ブ と い う ） １ ６ ´ は 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ を 上 下 方 向 に 湾 曲 操 作 す る た め の 操
作 ノ ブ で あ り 、 湾 曲 操 作 ノ ブ （ 以 下 、 左 右 湾 曲 操 作 ノ ブ と い う ） １ ７ ´ は 湾 曲 部 １ ０ を 左
右 方 向 に 湾 曲 操 作 す る た め の 操 作 ノ ブ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 尚 、 各 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６ ´ １ ７ ´ は 、 操 作 部 本 体 ６ ５ 側 か ら 順 に 上 下 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６
´ 、 左 右 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ７ ´ と な る よ う に 重 畳 し 、 操 作 部 本 体 ６ ５ に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 操 作 部 本 体 ６ ５ の 各 種 ス イ ッ チ ６ ３ が 所 定 に 操 作 さ れ る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ ユ
ニ ッ ト ６ ４ か ら は 、 ア ン テ ナ ６ ４ ａ を 介 し て 、 先 端 部 ４ 及 び 表 示 シ ス テ ム ３ （ 図 １ 参 照 ）
に 無 線 操 作 信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 術 者 は 、 操 作 部 本 体 ６ ５ の 各 種 ス イ ッ チ ６ ３ の 操 作 に よ っ て 、 例 え ば 、 表 示 シ ス テ ム ３
の 表 示 モ ニ タ １ ９ に 映 し 出 さ れ る 先 端 部 ４ の 撮 影 画 像 を フ リ ー ズ 画 像 に し た り 、 先 端 部 ４
の Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ （ 図 ３ 参 照 ） の 照 明 光 量 を 調 節 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ は 、 筒 体 の 外 周 の 一 部 分 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ 、 さ ら に 、 中
途 部 分 が 短 手 方 向 に 切 り 取 ら れ た 形 状 、 つ ま り 、 図 ２ ０ の 側 面 方 向 か ら 見 て 、 い わ ば コ の
字 状 に 形 成 さ れ た 硬 質 部 材 で あ る 。 こ の 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ の 先 端 側 に は 、 挿 入 部 ５ の 可 撓
管 部 １ ２ を 押 圧 固 定 す る た め の ネ ジ 頭 が ロ ー レ ッ ト 状 に 形 成 さ れ て い る ネ ジ 部 ７ １ を 有 し
て い る 。
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【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ の 可 撓 管 部 １ ２ は 、 基 端 部 分 が 操 作 部 ６ ´ の 挿 入 部 連 結
部 ７ ０ の 先 端 部 分 に 嵌 入 さ れ る 。 こ の と き 、 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ の ネ ジ 部 ７ １ が 締 め ら れ 、
可 撓 管 部 １ ２ の 基 端 の 一 部 分 は 、 図 ２ ０ に 示 し た 、 ネ ジ 部 ７ １ に よ り 、 押 圧 さ れ る こ と に
よ っ て 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 尚 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ よ う に 、 作 業 者 は 、 挿 入 部 ５ を 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ に 取 り 付
け る 際 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 上 下 方 向 の 湾 曲 に 合 わ せ て 取 り 付 け な け れ ば な ら な い た
め 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮 影 上 下 方 向 に 合 わ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 す な わ ち 、 作 業 者 は 、 先 端 部 ４ を 挿 入 部 ５ に 取 り 付 け る 前 で あ れ ば 、 挿 入 部 ５ を 挿 入 部
連 結 部 ７ ０ へ 取 り 付 け る 方 向 が 問 わ れ な い が 、 先 端 部 ４ を 先 に 挿 入 部 ５ に 取 り 付 け て い る
場 合 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮 影 上 下 方 向 に 挿 入 部 ５ の 方 向 を 合 わ せ て 挿 入
部 連 結 部 ７ ０ に 取 り 付 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 そ し て 、 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ の 留 金 具 ３ ２ が 対 応 す る 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ の フ ッ ク ６ ７ に
夫 々 引 掛 け ら れ る 。 な お 、 こ の と き 、 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ 及 び 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ に 張 力 が
掛 け ら れ た よ う に 略 直 線 状 と な る よ う に 、 留 金 具 ３ ２ と フ ッ ク ６ ７ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 尚 、 挿 入 部 ５ の 基 端 側 細 径 部 ５ １ は 、 開 口 部 分 が 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ の 側 部 か ら 突 出 す る
よ う に 、 そ の 長 手 方 向 の 軸 が 曲 げ ら れ た 状 態 と な る 。 す な わ ち 、 基 端 側 細 径 部 ５ １ は 、 挿
入 部 ５ が 挿 入 部 連 結 部 ７ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 そ の 長 手 方 向 の 長 さ が 可 撓 管
部 １ ２ の 基 端 面 か ら 操 作 部 本 体 ６ ５ の 先 端 面 ま で の 長 さ よ り も 長 く 形 成 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 術 者 は 、 基 端 側 細 径 部 ５ １ の 開 口 部 が 露 呈 す る た め 、 そ の 開 口 部 か ら 処 置 具 な ど
を 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 上 下 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ６ ´ は 、 回 動 操 作 さ れ る こ と に よ っ て 、 上 下 方 向 の ２ つ の 係
止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ を 牽 引 弛 緩 す る 。 そ の 一 方 、 左 右 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ７ ´ は 、 回 動 操 作 さ れ
る こ と に よ っ て 、 左 右 方 向 の ２ つ の 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ を 牽 引 弛 緩 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 す な わ ち 、 各 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ が 連 結 さ れ た 係 止 用 フ ッ ク 部 ６ ６ の 動 作 に 合 わ せ て 牽 引 弛
緩 さ れ る こ と に よ り 、 湾 曲 部 １ ０ は 、 上 下 左 右 の ４ 方 向 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 本 体 ２ は 、 湾 曲 部 １ ０ と な る 挿 入 部 ５ の
細 径 部 ４ ８ に 複 数 の 湾 曲 駒 ５ ４ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 操 作 部 ６ ´ に よ り 湾 曲 部 １ ０
が 湾 曲 さ れ る 構 成 に し て も 良 い 。 尚 、 安 価 な 加 工 方 法 に よ り 形 成 さ れ て い る 湾 曲 駒 ５ ４ を
採 用 す る こ と に よ り 、 挿 入 部 ５ 自 体 が 安 価 と な る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ の 基 端 部 分 に は 、 湾 曲 部 １ ０ の 湾 曲 の た め の プ ー
リ ユ ニ ッ ト ７ ５ が 取 り 付 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の プ ー リ ユ ニ ッ ト ７ ５ は 、 プ ー リ ７ ６ と 、 こ の プ ー リ ７ ６ を 回 動 自 在 に 支 持 し て い る
支 持 部 ７ ７ と 、 挿 入 部 ５ の 可 撓 管 部 １ ２ の 基 端 部 分 に 嵌 着 す る 連 結 部 ７ ８ と か ら な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 プ ー リ ７ ６ の 外 周 に は 、 挿 入 部 ５ に 挿 通 さ れ る 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ ´ が 巻 架 さ れ て い る 。 尚
、 こ の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ ´ は 、 挿 入 部 ５ の 基 端 側 に お い て ル ー プ を 描 く よ う に 、 そ の 両 端 部
が 挿 入 部 ５ の 先 端 に 向 か っ て 、 一 本 の ワ イ ヤ が 挿 入 部 ５ の 上 下 方 向 の 挿 通 孔 ５ ａ に 通 さ れ
て い る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ は 、 使 用 頻 度 の 多 い 、 上 下 方 向 の 湾
曲 だ け 行 わ れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
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　 操 作 部 ６ ´ ´ は 、 挿 入 部 ５ の 可 撓 管 部 １ ２ の 基 端 部 分 を 保 持 固 定 す る 挿 入 部 連 結 部 ７ １
と 、 プ ー リ ユ ニ ッ ト ７ ５ の プ ー リ ７ ６ と 嵌 着 さ れ る 嵌 合 部 ７ ３ を 備 え た 回 動 軸 に よ り 回 動
自 在 な 略 Ｌ 字 形 状 の 湾 曲 操 作 レ バ ー ７ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ６ ´ ´ の 一 側 面 か ら は 、 嵌 合 部 ７ ３ が 突 起 し て お り 、 こ の
嵌 合 部 ７ ３ が プ ー リ ７ ６ の 中 央 に 設 け ら れ る 穴 部 に 嵌 入 さ れ る 。 尚 、 操 作 部 ６ ´ ´ の 嵌 合
部 ７ ３ は 、 直 方 体 を し て い る 。 ま た 、 プ ー リ ７ ６ の 穴 部 は 、 嵌 合 部 ７ ３ と 同 じ 形 状 を し て
い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 操 作 部 ６ ´ ´ の 湾 曲 操 作 レ バ ー ７ ２ の 回 動 操 作 に 合 わ せ て 、 回 動 軸 の 嵌 合 部 ７
３ が 連 動 し 、 こ の 嵌 合 部 ７ ３ と 嵌 合 す る プ ー リ ７ ６ が 回 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 ５
の 湾 曲 ワ イ ヤ ２ ９ ´ の 一 端 が 牽 引 さ れ 、 他 端 が 弛 緩 さ れ る 。 こ う し て 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部
１ ０ は 、 上 下 方 向 に 湾 曲 操 作 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ２ ４ か ら 図 ２ ８ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ２ ４ は 先 端 部 及 び 挿 入 部 の
先 端 部 分 の 構 成 を 示 す 図 、 図 ２ ５ は 図 ２ ４ の Ｘ Ｘ Ｖ － Ｘ Ｘ Ｖ 線 に 沿 う 挿 入 部 の 断 面 図 、 図
２ ６ は 送 気 送 水 装 置 を 説 明 す る た め の 図 、 図 ２ ７ は 変 形 例 と な る 挿 入 部 を 先 端 面 か ら 見 た
正 面 図 、 図 ２ ８ は 先 端 部 及 び 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 構 成 を 示 す 図 、 図 ２ ９ は 先 端 部 が 挿 入 部
に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 の 説 明 に お い て も 、 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 一 の 構 成 に 同 じ 符 号
を 付 し 、 そ れ ら の 説 明 は 省 略 し 、 異 な る 構 成 の み 主 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 挿 入 部 ５ は 、 先 端 連 結 部 ９ に 先 端 部 受 け 部 ８ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の
先 端 部 受 け 部 は 、 先 端 面 に 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ２ の 開 口 部 と 、 送 気 送 水 ノ ズ ル ８ １ が 配 設
さ れ て い る 。 こ の 送 気 送 水 ノ ズ ル ８ １ は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ 内 に 挿 通 す る 送
気 送 水 チ ャ ン ネ ル と 連 通 し て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 先 端 部 ４ は 、 挿 入 部 ５ の 先 端 部 受 け 部 ８ ０ に 磁 石 な ど の 磁 力 に よ り 着 脱 自 在 と な
っ て い る 。 尚 、 先 端 部 ４ と 先 端 部 受 け 部 ８ ０ と は 、 磁 石 の 磁 力 に よ る 連 結 に 限 る こ と な く
、 機 械 的 な 嵌 合 に よ り 互 い に 連 結 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 先 端 部 ４ が 先 端 部 受 け 部 ８ ０ に 連 結 さ れ た 状 態 に お い て 、 送 気 送 水 ノ ズ ル ８ １ は 、 そ の
ノ ズ ル 開 口 が 先 端 部 ４ の 照 明 窓 ７ 及 び 観 察 窓 ８ に 臨 む よ う に 設 置 さ れ て お り 、 照 明 窓 ７ 及
び 観 察 窓 ８ に 対 し て 送 水 又 は 送 気 を 行 う た め の 流 体 の 噴 出 口 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ５ に 設 け ら れ る 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ２ は 、 把 持 鉗 子 な ど の 処 置 具 が 挿 通 さ
れ る 管 路 で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 ２ ６ に 示 す よ う に 、 送 気 送 水 チ ャ ン ネ ル ８ ３ は 、 挿 入 部 ５ の 基 端 連 結 部 １ ３ の 側 面 か
ら 基 端 開 口 部 ８ ３ ａ を 有 し て い る 。 こ の 基 端 開 口 部 ８ ３ ａ に は 、 送 気 送 水 チ ュ ー ブ ９ １ の
一 端 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 送 気 送 水 チ ュ ー ブ ９ １ の 他 端 が 送 気 送 水 装 置 ９ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 送 気 送 水 装 置 ９ ０
か ら の 液 体 又 は 気 体 は 、 送 気 送 水 チ ュ ー ブ ９ １ を 介 し て 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ３ 内 に 供 給
さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 操 作 部 ６ は 、 送 気 送 水 装 置 ９ ０ と 電 気 ケ ー ブ ル ９ ２ に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ て い
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る 。 術 者 は 、 操 作 部 ６ の 基 端 部 分 に 配 設 さ れ た 送 気 送 水 ス イ ッ チ ６ ３ ´ の 操 作 に よ り 、 送
気 送 水 装 置 ９ ０ か ら 液 体 又 は 気 体 の 送 気 送 水 チ ャ ン ネ ル ８ ３ へ 選 択 的 に 供 給 す る こ と が で
き る 。 尚 、 操 作 部 ６ か ら 送 気 送 水 装 置 ９ ０ へ の 操 作 信 号 の 供 給 を 無 線 に よ り 行 う よ う に し
て も 良 い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 更 に 、 図 ２ ７ か ら 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ４ が 挿 入 部 ５ に 連 結 さ れ た 状 態 に お い て
、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ４ は 、 先 端 部 ４ を 介 し て 開 口 す る こ と な く 、 挿 入 部 ５ の 先 端 連 結 部
９ の 先 端 面 に お い て 開 口 す る よ う な 構 成 に し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ２ ７ 及 び 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ の 先 端 連 結 部 ９ の 先 端 面 に は 、 先 端 部 ４ の 接
続 部 ４ ｂ が 嵌 入 す る 嵌 合 穴 ８ ５ と 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ４ と が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 先 端 部 ４ は 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 短 手 方 向 の 断 面 が 略 半 円 状 と な る よ う に 下 部 側 が 切
欠 か れ た 形 状 を し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 先 端 連 結 部 ９ に 先 端 部 ４ が
連 結 さ れ た 状 態 に お い て も 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ４ 開 口 部 が 露 呈 さ れ る 。 そ の た め 、 把 持
鉗 子 な ど の 処 置 具 は 、 先 端 連 結 部 ９ の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ８ ４ 開 口 部 か ら 突 出 で き る よ う に
な る 。
【 ０ １ １ ６ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 前 述 し た よ う に 、 以 下 の 説 明 に お
け る 上 下 左 右 の 方 向 は 、 表 示 モ ニ タ １ ９ に 映 し 出 さ れ る 先 端 部 ４ の 撮 像 手 段 で あ る 固 体 撮
像 素 子 ２ ２ に よ り 撮 影 さ れ た 画 像 に 対 す る 上 下 左 右 方 向 と す る 。 ま た 、 固 体 撮 像 素 子 ２ ２
に よ り 撮 影 さ れ た 画 像 の 上 方 向 を 第 １ の 方 向 と す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 分 離 し て い る 先 端 部 ４ 、 挿 入 部 ５ 及 び 操 作 部 ６ を 一 体 と な る よ
う に 連 結 さ れ て 完 成 さ れ る 内 視 鏡 本 体 ２ に お い て 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮
影 上 下 方 向 と 、 操 作 部 ６ の 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ に よ り 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲
さ れ る 上 下 方 向 が 同 一 方 向 と な る よ う に 各 部 ４ ～ ６ の 連 結 時 の 上 下 位 置 が 決 め ら れ た 内 視
鏡 本 体 ２ に つ い て 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま た 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 さ
れ る 上 下 方 向 の 上 方 向 を 第 １ の 湾 曲 方 向 と す る 、
　 図 ３ ０ は 、 先 端 部 を 背 面 か ら 見 た 図 、 図 ３ １ は 挿 入 部 を 先 端 か ら 見 た 図 、 図 ３ ２ は 挿 入
部 の 基 端 連 結 部 と 操 作 部 ６ と の 連 結 前 を 示 し た 図 、 図 ３ ３ は 図 ３ ２ の Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｘ
Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 基 端 連 結 部 の 断 面 図 、 図 ３ ４ は 図 ３ ２ の Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｖ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｖ 線 に
沿 っ た 操 作 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 先 ず 、 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ４ の 接 続 部 ４ ｂ の 上 下 左 右 方 向 の 外 周 部 分 に は 、 長
手 方 向 に 沿 っ た 、 こ こ で は 、 略 半 円 形 状 の ３ つ の 溝 部 ４ Ｂ と 、 略 四 角 柱 形 状 の １ つ の 嵌 合
溝 部 ４ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 嵌 合 用 溝 部 ４ Ｃ は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 先 端 部 ４ の
固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 第 １ の 方 向 で あ る 撮 影 上 方 向 と 同 一 方 向 、 す な わ ち 、 接 続 部 ４ ｂ
の 上 部 外 周 部 分 に 形 成 さ れ た 長 溝 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ １ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ５ の 先 端 連 結 部 ９ に は 、 内 径 方 向 に 突 起 し 、 先 端 部
４ の 接 続 部 ４ ｂ に 形 成 さ れ た 嵌 合 溝 部 ４ Ｃ と 略 同 じ 形 状 で あ る 略 四 角 柱 に 形 成 さ れ た 嵌 合
凸 部 ９ Ａ が 配 設 さ れ る 。 こ の 嵌 合 凸 部 ９ Ａ は 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 操 作 さ れ る 第
１ の 湾 曲 方 向 で あ る 上 方 向 と 同 一 方 向 と な る 先 端 連 結 部 ９ の 上 部 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 先 端 部 ４ と 挿 入 部 ５ は 、 先 端 部 ４ の 嵌 合 溝 部 ４ Ｃ と 挿 入 部 ５ の 嵌 合 凸 部 ９
Ａ が 嵌 合 す る 方 向 に の み 連 結 可 能 と な る 。 従 っ て 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮
影 上 方 向 と 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 操 作 さ れ る 上 方 向 と が 一 致 す る 方 向 に の み 先 端 部
４ と 挿 入 部 ５ の 連 結 が 規 制 さ れ る 。 尚 、 先 端 部 ４ の 嵌 合 溝 部 ４ Ｃ と 挿 入 部 ５ の 嵌 合 凸 部 ９
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Ａ は 、 連 結 方 向 位 置 決 め 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 そ の 一 方 で 、 図 ３ ２ 及 び 図 ３ ３ に 示 す よ う に 、 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 操 作 さ れ る 上 方 向 と 同
一 方 向 と な る 挿 入 部 ５ の 基 端 連 結 部 １ ３ の 外 周 上 部 に は 、 略 四 角 柱 形 状 の 嵌 合 溝 部 １ ３ Ａ
が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 基 端 連 結 部 １ ３ の 嵌 合 溝 部 １ ３ Ａ は 、 先 端 連 結 部 ９ の 嵌 合
凸 部 ９ Ａ と 同 一 方 向 で あ る 挿 入 部 ５ の 上 部 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ ２ 及 び 図 ３ ４ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ６ の 先 端 部 分 の 上 部 側 内 周 に は 、 内 径 方
向 に 突 起 し 、 挿 入 部 の 基 端 連 結 部 １ ３ に 形 成 さ れ た 嵌 合 溝 部 １ ３ Ａ と 略 同 じ 形 状 で あ る 略
四 角 柱 に 形 成 さ れ た 嵌 合 凸 部 ６ Ａ が 配 設 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 挿 入 部 ５ と 操 作 部 ６ は 、 挿 入 部 ５ の 嵌 合 溝 部 １ ３ Ａ と 操 作 部 ６ の 嵌 合 凸 部
６ Ａ が 嵌 合 す る 方 向 に の み 連 結 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 操 作
さ れ る 上 方 向 と 、 操 作 部 ６ の 上 方 向 が 一 致 す る 方 向 に の み 挿 入 部 ５ と 操 作 部 ６ の 連 結 が 規
制 さ れ る 。 尚 、 操 作 部 ６ の 上 方 向 と は 、 上 下 、 左 右 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ ， １ ７ （ 図 １ 参 照
） の 回 動 軸 と 並 行 な 方 向 に 折 れ 曲 が っ た 部 分 と 反 対 側 の 方 向 と な る 。 こ れ は 、 術 者 が 操 作
部 ６ を 把 持 し た 際 、 一 般 に 、 上 下 、 左 右 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ ， １ ７ を 下 部 側 と し て 、 親 指
に よ り 操 作 す る た め で あ る 。 尚 、 挿 入 部 ５ の 嵌 合 溝 部 １ ３ Ａ と 操 作 部 ６ の 嵌 合 凸 部 ６ Ａ は
、 連 結 方 向 位 置 決 め 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 分 離 し て い る 先 端 部 ４ 、 挿 入 部 ５ 及 び 操 作 部 ６ を 一 体 と な
る よ う に 連 結 し て 内 視 鏡 本 体 ２ を 組 立 て る 際 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮 影 上
下 方 向 と 、 操 作 部 ６ の 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ に よ り 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 さ れ
る 上 下 方 向 が 同 一 方 向 と な り 、 先 端 部 ４ 、 挿 入 部 ５ 及 び 操 作 部 ６ の 連 結 時 の 上 下 位 置 が 決
め ら れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 連 結 方 向 位 置 決 め 手 段 で あ る 各 嵌 合 溝 部 ４ Ｃ ， １ ３ Ａ 及
び 各 嵌 合 凸 部 ９ Ａ ， ６ Ａ を 各 部 ４ ～ ６ の 上 部 側 に 形 成 及 び 配 設 し た 。 し か し 、 先 端 部 ４ の
固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮 影 上 下 方 向 と 、 操 作 部 ６ の 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ に よ り 挿 入
部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 さ れ る 上 下 方 向 が 同 一 方 向 と な る よ う に 、 各 部 ４ ～ ６ に 各 嵌 合 溝
部 ４ Ｃ ， １ ３ Ａ 及 び 嵌 合 凸 部 ９ Ａ ， ６ Ａ を 形 成 及 び 配 設 す れ ば 良 く 、 各 部 ４ ～ ６ に 各 嵌 合
溝 部 ４ Ｃ ， １ ３ Ａ 及 び 嵌 合 凸 部 ９ Ａ ， ６ Ａ を 形 成 及 び 配 設 す る 位 置 は 、 問 う こ と な く 、 例
え ば 、 各 部 ４ ～ ６ の 下 部 側 な ど 、 ど の 方 向 位 置 で も 良 い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 各 嵌 合 溝 部 ４ Ｃ ， １ ３ Ａ 及 び 各 嵌 合 凸 部 ９ Ａ ， ６ Ａ は 、 略 四 角 柱 形 状 で な く て
も 良 く 、 例 え ば 、 略 三 角 柱 形 状 な ど で も 良 い 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 先 端 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 ２ ２ に よ る 撮 影 上 下 方 向 と 、
操 作 部 ６ の 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー １ ６ に よ り 、 挿 入 部 ５ の 湾 曲 部 １ ０ が 湾 曲 さ れ る 上 下 方 向
が 同 一 方 向 と な る よ う に 、 各 部 ４ ～ ６ が 連 結 さ れ れ ば 良 い た め 、 例 え ば 、 各 部 の 一 方 向 を
表 示 し 、 位 置 決 め の た め の 連 結 方 向 位 置 決 め 手 段 で あ る 指 標 な ど を 各 部 ４ ～ ６ に 設 け て も
良 い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な
い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 先 端 部 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 、 先 端 部 の 内 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 同 、 先 端 部 を 背 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 、 挿 入 部 の 長 手 軸 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 、 挿 入 部 を 先 端 か ら み た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 、 ベ ル ト 部 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 、 操 作 部 を 底 面 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 、 操 作 部 本 体 を 側 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 、 操 作 部 本 体 と 側 面 カ バ ー を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 、 パ イ プ 留 部 に パ イ プ 留 部 が 嵌 合 固 定 さ れ る 様 子 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 同 、 操 作 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 。 挿 入 部 の 湾 曲 部 が 湾 曲 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 同 、 挿 入 部 を 先 端 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 同 、 湾 曲 駒 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 同 、 図 １ ６ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 湾 曲 駒 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 同 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 湾 曲 駒 が 配 設 さ れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 同 、 挿 入 部 の 基 端 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 同 、 操 作 部 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 同 、 操 作 部 に 挿 入 部 が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ る 挿 入 部 の プ ー リ ユ ニ ッ ト と 操 作 部 を 示 す 図 、
説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 同 、 操 作 部 と プ ー リ ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る
【 図 ２ ４ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 先 端 部 及 び 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ２ ５ 】 同 、 図 ２ ４ の Ｘ Ｘ Ｖ － Ｘ Ｘ Ｖ 線 に 沿 う 挿 入 部 の 断 面 図 、 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 同 、 送 気 送 水 装 置 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 同 、 変 形 例 と な る 挿 入 部 を 先 端 面 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 同 、 先 端 部 及 び 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 同 、 先 端 部 が 挿 入 部 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 、 先 端 部 を 背 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 同 、 挿 入 部 を 先 端 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 同 、 挿 入 部 の 基 端 連 結 部 と 操 作 部 ６ と の 連 結 前 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 同 、 図 ３ ２ の Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 基 端 連 結 部 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ ４ 】 同 、 図 ３ ２ の Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｖ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ た 操 作 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ０ 】
　 　 １ ・ ・ ・ 内 視 鏡 シ ス テ ム 、 ２ ・ ・ ・ 内 視 鏡 本 体 、 ３ ・ ・ ・ 表 示 シ ス テ ム 、 ４ ・ ・ ・ 先
端 部 、 ４ ｂ ・ ・ ・ 接 続 部 、 ４ ａ ・ ・ ・ 本 体 部 、 ４ Ｂ ・ ・ ・ 溝 部 、 ４ Ａ ・ ・ ・ 開 口 部 、 ５ ・
・ ・ 挿 入 部 、 ５ ａ ・ ・ ・ 挿 通 孔 、 ６ ・ ・ ・ 操 作 部 、 ７ ・ ・ ・ 照 明 窓 、 ８ ・ ・ ・ 観 察 窓 、 ９
・ ・ ・ 先 端 連 結 部 、 ９ ａ ・ ・ ・ 開 口 部 、 １ ０ ・ ・ ・ 湾 曲 部 、 １ １ ・ ・ ・ 中 間 連 結 部 、 １ ２
・ ・ ・ 可 撓 管 部 、 １ ３ ・ ・ ・ 基 端 連 結 部 、 １ ３ ａ ・ ・ ・ 開 口 部 、 １ ３ ｂ ・ ・ ・ 雌 ネ ジ 部 、
１ ４ ・ ・ ・ 処 置 具 挿 通 部 、 １ ４ ａ ・ ・ ・ 挿 通 口 、 １ ５ ・ ・ ・ 押 さ え 部 、 １ ５ ａ ・ ・ ・ 雄 ネ
ジ 部 、 １ ６ ・ ・ ・ 上 下 湾 曲 操 作 レ バ ー 、 １ ７ ・ ・ ・ 左 右 湾 曲 操 作 レ バ ー 、 １ ８ ・ ・ ・ ア ン
テ ナ ユ ニ ッ ト 、 １ ８ ａ ・ ・ ・ ア ン テ ナ 部 、 １ ９ ・ ・ ・ 表 示 モ ニ タ 、 ２ ０ ・ ・ ・ キ ー ボ ー ド
、 ２ １ ・ ・ ・ 対 物 レ ン ズ 、 ２ ２ ・ ・ ・ 固 体 撮 像 素 子 、 ２ ３ ・ ・ ・ 制 御 部 、 ２ ４ ・ ・ ・ バ ッ
テ リ 、 ２ ５ ・ ・ ・ 照 明 レ ン ズ 、 ２ ７ ・ ・ ・ バ ッ テ リ 、 ２ ８ ・ ・ ・ ワ イ ヤ 留 、 ２ ９ ・ ・ ・ 湾
曲 ワ イ ヤ 、 ３ ０ ・ ・ ・ コ イ ル パ イ プ 、 ３ １ ・ ・ ・ パ イ プ 留 具 、 ３ ２ ・ ・ ・ 留 金 具 、 ３ ３ ｂ
・ ・ ・ ギ ヤ 溝 、 ３ ３ ・ ・ ・ ベ ル ト 、 ３ ３ ・ ・ ・ 各 ベ ル ト 、 ３ ３ ａ ・ ・ ・ 孔 部 、 ３ ４ ・ ・ ・
操 作 部 本 体 、 ３ ５ ・ ・ ・ 側 面 カ バ ー 、 ３ ６ ， ３ ７ ・ ・ ・ ギ ヤ 部 、 ３ ８ ， ３ ９ ・ ・ ・ 各 本 体
側 パ イ プ 留 部 、 ３ ８ ａ ， ３ ９ ａ ， ４ ０ ａ ， ４ １ ａ ・ ・ ・ 切 欠 き 部 、 ４ ０ ， ４ １ ・ ・ ・ カ バ
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ー 側 パ イ プ 留 部 、 ４ ２ ・ ・ ・ 処 置 具 挿 通 管 路 、 ４ ５ ・ ・ ・ 把 持 鉗 子 、 ４ ８ ・ ・ ・ 細 径 部 、
４ ９ ・ ・ ・ 処 置 具 挿 通 路 、 ５ １ ・ ・ ・ 基 端 側 細 径 部 、 ５ ３ ・ ・ ・ ワ イ ヤ 挿 通 路 、 ５ ４ ・ ・
・ 湾 曲 駒 、 ５ ５ ・ ・ ・ 孔 部 、 ５ ６ ・ ・ ・ 盛 部 、 ５ ７ ・ ・ ・ リ ン グ 部 材 、 ５ ９ ・ ・ ・ 孔 部
　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 　 藤 　 　 進

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

(22) JP 2006-149844 A 2006.6.15



专利名称(译) 内窥镜系统

公开(公告)号 JP2006149844A 公开(公告)日 2006-06-15

申请号 JP2004347224 申请日 2004-11-30

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 岡田裕太

发明人 岡田 裕太

IPC分类号 A61B1/04

FI分类号 A61B1/04.370 A61B1/00.632 A61B1/00.682 A61B1/00.711 A61B1/00.713 A61B1/00.715 A61B1/008.
511 A61B1/04

F-TERM分类号 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061/FF24 4C061/FF32 4C061/HH32 4C061/JJ06 4C061/JJ11 4C061
/LL02 4C061/NN03 4C061/UU06 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/FF24 4C161/FF32 4C161/HH32 
4C161/JJ06 4C161/JJ11 4C161/LL02 4C161/NN03 4C161/UU06

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

亲切代码： 提供一种内窥镜系统，其通过促进洗涤和消毒工作而不损害
可操作性来提高操作速率。 一 根据本发明的内窥镜系统，从远端侧起依
次包括内窥镜主体，其中具有成像装置的远端部分，具有柔性的插入部
分和操作部分连续地连接，图像以及用于显示内窥镜的显示系统，其中
远端部分，插入部分和操作部分分别是可拆卸的。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7d0a2319-dfed-4039-9716-32d08eda235d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036628804/publication/JP2006149844A?q=JP2006149844A

